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社会にはルールがあります。みんながルールを守ることで、安心・安全な生活を送ることができます。 

「学校」は、みんなが大人になるために「ルールを守る」ことの大切さや必要性を学ぶ場でもありま

す。みんなでルールを守り、安心・安全な学校生活を送りましょう。 

 

生徒のみなさんに心がけてほしいこと 

〈唐崎の３K〉 

  ①「感謝」…家族や友人、先生など常に周りの人への感謝の気持ちを持ちましょう。 

  ②「感動」…周りの人やものとの関わりを大切にし、感動できる心を持ちましょう。 

  ③「勤勉」…手を抜かず、まじめにこつこつ取り組むことの大切さを知りましょう。 

 

学校生活について 
〈登下校〉 
  ①決められた通学路を通り、徒歩で通学しましょう。 

  ②道路は公の場です。交通ルールを守り、道に広がらないように通行しましょう。 

  ③給食が無い日は、登校時に昼食を買っても構いません。（おにぎり・パンのみ） 

  ④８時２５分までに登校し、自分の席に座りましょう。 

  ⑤帰りの会の後は、部活動のない人は学校に残らずに下校しましょう。 

           部活動のある人は、完全下校の時間を守りましょう。 

  ⑥不要な寄り道をしてはいけません。 

  ⑦下校後の再登校はしません。どうしても再登校する時は、学校に連絡しましょう。 

  ⑧登下校中に困ったことがあれば、交番や先生に連絡しましょう。 

 

〈校内での生活〉 

  ①すすんで気持ちのよいあいさつをしましょう。 

  ②ていねいな言葉遣いを心がけましょう。 

  ③校舎内外の美化に努めましょう。 

  ④学校の施設や備品を大切に取り扱いましょう。 

  ⑤迷惑・危険行為がないように、周りのことを考えた生活を送りましょう。 

  ⑥時間に余裕を持って行動しましょう。 

  ⑦生徒証明書はケースに入れて携帯しましょう。 

⑧ベル前着席を心がけましょう。 

  ⑨クラスメイトや学年の仲間のことを考えた発言・行動を心がけましょう。 

  ➉他のクラスや他学年のフロアへ入ってはいけません。 

  ⑪登校したら、許可なく校外へ出てはいけません。 

  ⑫体調が悪くなったら、無理をせずに近くにいる先生に言いましょう。 

  ⑬その他、先生から伝えられることを守りましょう。 

 

 

 

〈持ち物〉 

  ①自分の持ち物には名前を書きましょう。 

  ②通学用かばんの指定はありません。通学に便利な物を使用しましょう。 

  ③学習や学校での活動に必要のない物は持ってきません。(遊び道具・カード類など) 

  ④貴重品や携帯電話・スマートフォン等、どうしても必要で持参する場合は朝の会で担任

の先生に預けましょう。 

※携帯電話・スマートフォン・通信機能や計算機能付きのスマートウォッチは、「携帯電

話（スマートフォン）等持ち込み願」を学校に提出してください。 

  ⑤携帯電話・スマートフォンは、校地内では使用しません。 

⑥飲み物は、お茶・スポーツドリンクのみとします。 

   

 

服装や身だしなみについて 

〈制服〉 

[詰襟学生服(学ラン)・セーラー服スタイル] ※今後、廃止になります。 

  ①性別に関わらず、どちらのスタイルも着用できます。 

  ②上着の色に合わせたスラックス・スカートを購入しても構いません。その場合、制服 

に準じた形状の物とし、事前に先生に相談しましょう。 

  ③このスタイルの人は上がカッターシャツ＋ベスト・セーター・カーディガンでも構いません。 

 

[ブレザースタイル] 

  ①性別に関わらず、パンツスタイル・スカートスタイルを選択できます。 

  ②上着について、一番上はカッターシャツ(ポロシャツ)かブレザーとします。 

 

[どちらのスタイルにも共通したきまり] 

  ①儀式的行事には、学ラン・セーラー・ブレザーを着用を基本とします。(季節により変わります。) 

②靴下の指定はありません。 

③寒い時期の登下校時は、防寒着を着用しても構いません。 

  ④寒い時期は、手袋やマフラーを着用して登校できますが、室内では外しましょう。 

  ⑤フード付きの上着を、学ラン、セーラー、ブレザーの下に着てはいけません。 

  ⑥装飾品は身につけません。 

  ⑦パーマ・脱色・染色はしません。 

  ⑧青色ラインの上靴を履きます。 

   

〈体育用服装〉 

・上：トレーナー(灰色・名前刺繡入り)、長袖トレシャツ(白色)、半袖トレシャツ(白色) 

  ・下：長パンツ(紺色・名前刺繍入り)、ハーフパンツ(青色) 

  ・シューズ：学校指定の物(白色ひも靴) 

 

〈部活動の服装〉 

・各部活動の顧問の先生の指示に従いましょう。 


